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知る

決める



最初に問題になっ
たグラフ 2015夏
（高校保健副教材）
このときに問題にしなけれ
ば、これが現在出まわって
いた？

その後少子化言説
の定番になったグラ
フ（白書、自治体配布物
等）



22歳をピークに女性の

妊娠のしやすさが低下

することを表すグラフ

「医学的、科学的に

正しい知識……

毎日新聞 2015年08月21日
12時10分(最終更新 08月21日 13時24分)

http://mainichi.jp/select/news/20150821k0000e040232000c.html



大津市

5

オマケ的に男
子に言及



繰り返されるグラフの改竄

印象操作 絵を見せてごまかす

それぞれの「元のまっとうな文脈」を奪う

→ 「知る」「選ぶ」の妨害

「生物学」「医学」のファクトとして呈示

→ ある種の生物学決定論

→ ２０１０年代の特徴：

学会や政府・行政によるファクトの捏造



【1】～【4】については、縮尺を近づけてある。
【1】 Jean-Pierre Bendel and Chang-i Hua (1978)
【2】 James W. Wood (1989)
【3】 Kathleen A. O'Connor, Darryl J. Holman, 
and James W. Wood (1998)
【4】副教材
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Baker(1971 )のグラフ
‖‖‖‖‖

胎児のデータ
Baker  (1963)
＋

おとなのデータ
E. Block (1952) 

継目
＝



哺乳類共通
（ヒト、アカゲザル、ラット、ハムスター）
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数
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Germ Cells and Fertilization
Cambridge University 
Press (1972)

東大農学部図書館の
書棚（初版と２版） 10

Scott F. Gilbert
Developmental Biology  （2016）

⑴貴重な仕事＆現役



E. Block (1952) 
Quantitative morphological investigations of 
the follicularsystem in women; variations at different ages.

・サンプルを苦労して確保（事故死等、43例）

・数を数える苦労

誕生後
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・エクセルでプロット
・思春期くらいまでぐっと減る
・そこからはなだらか
・４３歳までのサンプル（数百～数千）
・４３例
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繰り返されるグラフの改竄

印象操作 絵を見せてごまかす

それぞれの「元のまっとうな文脈」を奪う

→ 「知る」「選ぶ」の妨害

「生物学」「医学」のファクトとして呈示

→ ある種の生物学決定論

→ ２０１０年代の特徴：

学会や政府・行政によるファクトの捏造
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生物学決定論言説の発せられ方

～2000年代 いわゆる疑似科学のパターン

2010年代の「少子化」科学言説

生物学決定論：身体にかかわる妙な言説の筆頭

政策策定
現場発

公的媒体による拡散（文科
省副教材、自治体の冊子等）＋

まるで原子力ＰＡ / ナチスの例をひきたくないが / 他の専門領域」は？



何が呈示されるべきだった？

これまでの実践で必須と考えられてきたこと

→ ぶちこわされてたまるものか

この間の変化の整理・必要な知識・考え方

→ 子産み年齢の高齢化、産まない選択

→ 「次世代問題」というとらえ方

少子化



子産み年齢の高齢化（１）

・ 知っておくべきことがらの変化
例： ３０歳～閉経まで

（産む・産まない、性別にかかわりなく）

・なぜ 「２２歳ピーク」や「卵は減る」なのか

なぜ ↓ではないのか

・ 不妊治療が万能でないこと

・ ベビ待ち期間の実際の変化



子産み年齢の高齢化（２）

・産みたいのに産めない

・子どもも、子育ても大事にされない

・産まない ≠ 子育てに関わらない

少子化が進んでいる

現状：いろんな事がらが下記回路に収斂

若くから産め・
もしくは治療

子どもが生まれ
れば問題は解決



「次世代」問題 (以下はやや生物学より）

・各時代ごとに、一から考え直すべきなのでは？

・未曾有の出産（オス側も含め）時期の高齢化（そもそも
なんで？）

・次世代や次世代育ては大事にされているか？

・産まない・産めない・産む時期を過ぎた存在もデフォ

・出産高齢化から見えてくる生物学的ことがら

・生物学の進捗からみえてくることがら。

・他の生き物や環境との関係は？

・労働との関係は？ 機械との関係は？



2013年の報告（デンマーク）
Fecundabilityのピークは男女とも３０歳

前後、減り方は男＜女、未婚者はピー
ク早め、４０歳で３０歳の約半分。
Rothman et al. 2013
Volitional determinants and age-related decline in fecundability: a 
general population prospective cohort study in Denmark
Fertility and Sterility
Volume 99, Issue 7, Pages 1958-1964 (June 2013) 
DOI: 10.1016/j.fertnstert.2013.02.040

Fecundability peaks around age 30 years, slightly earlier for 
nulliparous than for parous women, and then declines. The 
decline with age is more modest for men. Couples will experience 
a compounded effect of their separate age-related declines. At 
age 40 years, a couple‘s fecundability would be approximately half 
of what it was at age 30 years,but some of this decline can be 
counteracted by volitional factors affecting conception. 

近年の知見: 婦人科方面



ベビ待ち
時間
（対象者は非
不妊）

Steiner 2016

残存する卵
子数との非
相関
Steiner 2017
(次スライド）

2016年の報告（米国NC）



残存数の指標と
なる物質(AMH, 

FSH)の濃度
と

ベビ待ち時間


